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会長挨拶 

 
  小林 操 会長 
こんにちは、先週 14 日の例会を休
ませていただきましたが、決して海外

旅行でもサボりでもありません。体の

精密検査の日に重なってしまいやむ

を得ず欠席しました。その折、副会長

の今野さんには、例会、理事会を代行

していただき、恐縮しております。先

日会報を読みましたが、さすが今野さ

んは挨拶がお上手と感心いたしまし

第１３６５回例会記録 Ｎｏ．２３ 

平成１6年１月２１日 

司会：若海 兵馬  

編集：小山 哲央 

会次第 

１、 点鐘 

２、 それでこそロータリー 

３、 会長挨拶 

４、 お客様挨拶 

５、 幹事報告 

６、 委員会報告 

７、 終鐘 
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た。私もあと 5ヶ月ちょっと、果たし
て挨拶が上図になることが間に合う

か心配です。 
精密検査と聞き、皆さんは、会長は

どこが悪いのか興味津々のことと思

いますが、よくある話の一つに過ぎま

せん。毎年繰り返してる検査で、ある

数値が、相当数上がっていたわけです。

12 月のクリスマス例会のとき、豊住
ガバナー補佐に脅かされまして、少し

意識を持ったわけですが、まだ結論は

出ていませんので、落ち着かない日々

を送っている次第です。私も 50 代半
ばですから体に注意を払わないとい

けない年齢ですが、皆さんもくれぐれ

も健康にご自愛ください。幹事も体調

を崩しているようで、本人から、幹事

報告があると思います。 
話が変わりますが、小林年度が、い

よいよ後半戦に入りました。中村年度

の次年度理事会も開かれ忙しくなる

ことと思いますが、事業計画の達成の

ため、ご協力をお願い申し上げます。 
これをもちまして挨拶に代えさせ

ていただきます。ありがとうございま

した。 
 

 

 

 

 

幹事報告 

 
大田靖彦幹事 

○再度報告します。新年合同例会が 27
日 16時 30分より越谷コミニティセン
ターにて行われます。全員登録してあ

りますので奮ってご参加下さい。また

28日は休会です。他クラブも来週は同
様で振り替えになります。 
○本日例会終了後、第５回クラブ協議

会です。 
○本田嘉兵様新入会員希望者です。 
例会場の掲示板に経歴書を張り出し

てあります。（小林会長推薦） 
○来月は所用のため欠席する場合が

ありますので、お許し下さい。 
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お客様挨拶 

 
辺見 八十宣 様 

 皆さん今日は。もう少し早く皆さん

に、ご挨拶にお伺いさせていただきた

いと思っていましたが、ちょうど年末

の忙しい時期でしたので、今になって

しまいました。 
ロータリーには、１９年間在籍させ

ていただきました。この間皆さんに大

変お世話になり、この場を借りて感謝

申し上げます。先月愛しているロータ

リーのバッチをはずしましたが、非常

に辛い思いがありました。 
私の商売は大変厳しく、この５年の

間に生産拠点は中国に移行してしまい

ました。仕事は、一昨年からますます

厳しくなり、対策を立てて向かったの

ですが、昨年後半の暖冬の影響で売上

が当初の予想より悪く、事業を集約す

ることになりなり、ロータリーを退会

する状況になりました。 
最後に越谷北ロータリークラブと、皆

様が益々ご発展することをご祈念さ

せて頂きお礼を申し上げます。本日は

ありがとうございました。 
 

 

 委員会報告 

 
親睦活動委員会 

     大熊 正行委員長 
 先週、私の不手際で石川輝次さんの

誕生日記載が抜けてしまいました。 
改めてお詫び申し上げます。 

 
 
 

 
Ｒ情報３分間スピーチ 
平林 健一会員 

私はＲ情報委員会でないのですが、

二つばかり気が付いたことをお話い

たします。 
 一つは平成１３年に我がクラブで

ベトナムに旅行をしたときです。 
日本の戦後に大変似ている。と感じ

ましたが、同じ事を新聞の紙面に書

いてありましたのでご披露します。 
○私は９９年から約３年半ベトナム
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のハノイに生活していたが、ベトナ

ム人の家庭教育が充実していている

ことである。事務所のベトナム人ス

タッフが何人かいたがいずれも礼儀

正しく感性豊かであることだった。 
私はその理由を考えたが、家庭での

躾、教育が確りしていることだと思

った。日本の昭和２５年ごろと酷似

している。日本が失いつつあるもの

が、まだベトナムには存在するので

ある。これからベトナムも高度経済

成長の時代に入っていこうが、どう

か大家族の美風を失わないでもらい

たい。 
○最近新聞で「世代間の不公平」と

いう言葉を見る。特に年金なので、

若者が著しい負担を強いられるとい

うのだ。「親の世代の借金」という言

葉も聞く。なんだかとても不幸な時

代に生まれたような気になってくる。

しかし、本当に若者は「損」をして

いるのだろうか。学校や病院、公園、

道、これらは、長い間に社会の中に

蓄積されたものであり、その一部に

は、高齢者の方が払った税金や年金

の積立金も使われてきた。生まれた

ときからすべてが整っていた今の若

者は、親の世代祖父母の世代に、「お

んぶにだっこ」で来たというのが本

当だ。本当の損はそんなことにも気

付かなくなってしまったことでない

だろうか。 
 
 

 

出席報告 

 
会員数    ４９名 

出席免除    ４名 

出席者    ３２名 

欠席者    １７名 

出席率    71.１％ 

前回ﾒｰｸｱｯﾌﾟ     名 

前回修正出席率  ％ 
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第５回クラブ協議会 

    小林 操会長挨拶 
今年度、10月 15日のガバナー公式
訪問は、通常のクラブ協議会方式では

なく、ガバナーとのディスカッション

方式という方法で行われました。公式

訪問に先立つ第 4回クラブ協議会は質
問事項の確認を行い、事業活動に対す

る協議は、7月の第 3回クラブ協議会
に遡ってしまうわけです。今日の第 5
回クラブ協議会は、2003~2004年度小
林年度の半期の活動報告、反省点、成

果等を、報告していただき、後半に向

けての事業の確認、要望等を協議して

いただきたいと思います。よろしくお

願い申し上げます。 
 
要望 
＊  引き続き、ポリオ撲滅キャンペ
ーンを、クラブとして、広報、活

動していただきたいと思います。

奉仕ということは、何かのイベン

トをやればそれで終わりと言う

ことではなく、その年度、その年

度以降、意識をもって行動すると

いうことだと思いますのでよろ

しくお願い申し上げます。 
＊  予算の執行は、いわゆるどんぶ

りではなく、個別事業における予

算書の作成を厳守していただきた

い。 また、予算は個別事業を行

うための資金です。事業の中止、

縮小等により、残った予算は、原

則、他の個別事業への流用は、認

められません。 
＊  やむ負えない事情により結果的

に、オーバーした場合は、ありの

ままの報告をお願い申し上げます。 
＊  無計画、煩雑な事業においての

予算オーバーは、担当委員長及び

統括委員長の責任といたします。 
＊  事業活動の計画、実施について

は、すべて事前に、会長・幹事・

クラブ奉仕委員長に相談をお願い

したいとおもいます。 
＊  是非とも会員増強に協力してい

ただきたい。 
＊  国際大会への参加を積極的にお

願い申し上げます。クラブとして

は国際大会へ参加することが親睦

に繋がり国際奉仕、クラブ奉仕の

共同事業としての位置づけです。

まだ予定の日程まで時間が十分あ

りますので、国際大会参加を跳ば

すことのないように、万障繰り合

わせの上、参加のお願いを申し上

げます。 
＊  皆様のご理解ご協力により、順

調にスマイルを集めさせていただ

いています。引き続きよろしくお

願い申し上げます。 
＊ 各委員会の開催をよろしくお願い

申し上げます。 

 


